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華
麗
に
舞
う

　 

「
牛
窓
日
本
舞
踊
と
わ
の
会
」

　

みんな元気で仲良し！

守備練習に打ち込む団員たち

 通信使が残した書軸や陶器が飾られる 本蓮寺客殿謁見の間

巻
の
二
十
九

  明るく、楽しく、元気よく！
 「長船フレンズ軟式野球

　　　　　　スポーツ少年団」

き生きと取このコーナーは、生涯学習に生
さんも仲間り組む皆さんを紹介します。皆

入りしませんか。

　
長
船
フ
レ
ン

ズ
軟
式
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

の
練
習
日
。
小

学
１
〜
６
年
生

の
団
員
13
人
が

元
気
な
声
を
出

し
、
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　
同
団
は
、
発

足
５
年
と
い
う

ま
だ
ま
だ
若
い

チ
ー
ム
。
先
輩
を
見
て
学
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
正
し
い

投
げ
方
・
捕
り
方
・
走
り
方
・

打
ち
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
基

本
を
重
視
し
た
練
習
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
団
の
モ
ッ
ト
ー
は
、『
明

る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
！
』。

「
練
習
も
試
合
も
、
厳
し
い
中

に
も
楽
し
く
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
、
指
導
者
の
浦
上
勝
巳
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　「
み
ん
な
仲
良
し
で
す
。
今
の

目
標
は
す
べ
て
の
大
会
で
優
勝

す
る
こ
と
で
す
！
」
と
キ
ャ
プ

テ
ン
の
浦
上
育
大
君
（
11
歳
・

長
船
町
磯
上
）。

　
同
団
で
は
、
新
人
団
員
歓
迎

会
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

た
だ
今
、
団
員
を
募
集
中
で
す
！

一
緒
に
軟
式
野
球
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
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０
０
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さ
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５
３

　
日
本
の
伝
統
芸
能
で
も
あ
る
日

本
舞
踊
。
牛
窓
日
本
舞
踊
と
わ
の

本会
の
皆
さ
ん
は
、
牛
窓
町
公
民
館

会牛
窓
分
館
で
、
け
い
こ
に
精
を
出

牛し
ま
す
。

し　
し
ぐ
さ
や
表
情
、
手
や
体
の
動

き
な
ど
一
つ
一
つ
の
所
作
で
、
歌

きに
合
わ
せ
物
語
を
表
現
。
峰
永
幾

に久
澄
さ
ん
（
赤
磐
市
）
の
マ
ン
ツ

久ー
マ
ン
の
指
導
で
、
皆
さ
ん
コ
ツ

ーを
つ
か
み
ま
す
。

を　
古
典
か
ら
演
歌
ま
で
、
歌
は
い

ろ
い
ろ
。
厳
か
で
上
品
に
踊
っ
た

ろり
軽
快
に
踊
っ
た
り
と
、
歌
詞
の

り内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
踊
り

内ま
す
。
発
表
会
は
、
年
に
数
回
あ

まり
、
倉
敷
芸
文
館
、
文
化
祭
、
敬

り

老
会
な
ど
で
舞
踊
を
披
露
し
ま

す
。

　「
日
常
か
ら
離
れ
た
、
別
世
界

の
時
間
を
過
ご
す
の
は
、
と
て

も
楽
し
い
」
と
、
練
習
熱
心
な

と
わ
の
会
の
皆
さ
ん
。
あ
な
た
も
、

日
本
舞
踊
を
一
緒
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

★
活
動
日
時
　
火
曜
日

　
午
後
２
時
〜
４
時
55
分

★
活
動
場
所
　
牛
窓
町
公
民
館

　
牛
窓
分
館

★
会
費
　
一
回
１
、
０
０
０
円

★
代
表
　
小
竹
希
未
子
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
４
１
７
７ 練習熱心なとわの会の皆さん

　
朝
鮮
通
信
使
は
、
日
本
国
と

朝
鮮
国
が
対
等
の
関
係
で
、
信

を
通
わ
し
た
使
節
団
で
あ
り
、

江
戸
時
代
に
12
回
や
っ
て
来
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
こ
の
通
信
使
の
渡

日
が
始
ま
っ
た
慶
長
12
年
（
１

６
０
７
）
か
ら
数
え
て
４
０
０

年
と
な
る
記
念
の
年
で
す
。

【
朝
鮮
通
信
使
が
見
た
牛
窓
】

　
通
信
使
一
行
は
、
旅
の
記
録

を
書
き
と
め
、
朝
鮮
国
王
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
た
め
、
通
信
使
が

見
た
・
感
じ
た
日
本
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
は
、

４
０
０
年
前
の
牛
窓
は
ど
う
記

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
回
の
副
使
で
あ
っ
た
慶

暹
の
記
録
「
海
槎
録
」
を
見
る

と
、
４
月
５
日
「
卯
の
時
、
牛

窓
に
到
り
泊
る
。
亦
備
州
の
地

方
、
利
隆
の
管
下
也
。
閭
閻
海

に
臨
み
、
僅
か
に
三
百
余
戸
に

至
る
。
利
隆
、
其
の
管
下
の
人

を
遣
わ
し
て
支
供
す
。
飯
後
順

風
を
得
、
帆
を
張
り
て
行
を
啓

く
。」
と
、
牛
窓
は
海
に
面
し

た
ま
ち
で
あ
り
、
家
数
が
あ
ま

り
多
く
な
い
様
子
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
地
（
接

待
地
）
で
は
な
く
、
食
料
の
補

給
な
ど
を
行
う
休
息
地
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
古
代
か
ら
瀬
戸
内
海
の
要
港

と
し
て
栄
え
た
牛
窓
で
す
が
、

江
戸
時
代
の
初
頭
は
下
津
井
や

次
の
寄
港
地
で
あ
る
室
津
に
比

べ
て
、
牛
窓
は
盛
ん
な
港
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

約
百
年
後
に
渡
日
し
た
通
信
使

の
記
録
に
は
「
浦
上
の
人
家
幾

ど
千
余
戸
」
と
記
さ
れ
、
他
の

寄
港
地
に
負
け
な
い
ほ
ど
繁
盛

し
た
様
子
が
分
か
り
ま

す
。

　
な
お
、
帰
路
は
風
が

良
か
っ
た
の
で
牛
窓
に

は
寄
港
せ
ず
、
通
過
し

て
い
ま
す
。
通
信
使
一

行
も
目
的
を
果
た
し
た

後
は
、
遠
い
異
国
の
地

で
の
長
旅
に
疲
れ
、
望

郷
の
念
が
募
り
、
早
く

故
郷
に
帰
り
た
く
先
を

急
い
だ
よ
う
で
す
。

【
牛
窓
に
残
る
朝
鮮
通
信

使
の
足
跡
】

　
港
町
牛
窓
の
往
時
を

想
わ
せ
る
風
景
は
、
台

風
な
ど
に
よ
り
年
々
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
町
の
中
に
残
る

通
信
使
の
足
跡
は
、
宿
舎
に
も

な
っ
た
本
蓮
寺
が
所
有
す
る
書

軸
や
陶
器
、
宿
館
と
な
っ
た
御

茶
屋
の
礎
石
と
そ
の
井
戸
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
書
軸
に
は
、
当
時
の
本
蓮
寺

の
様
子
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
本

蓮
寺
が
静
寂
な
雰
囲
気
を
持
っ

た
寺
で
あ
っ
た
様
子
な
ど
が
分

か
り
ま
す
。
ま
た
井
戸
枠
に
は
、

御
茶
屋
の
井
戸
と
し
て
通
信
使

応
接
の
た
め
に
掘
ら
れ
た
と
刻

ま
れ
て
お
り
、
水
の
確
保
が
重

要
な
課
題
で
あ
っ
た
様
子
が
分

か
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
通
信
使
や
幕
府
の

要
人
が
寄
港
す
る
な
ど
重
要
な

港
と
し
て
整
備
さ
れ
た
一
文
字

波
戸
や
燈
籠
堂
も
残
り
、
ま
た

通
信
使
に
影
響
を
受
け
た
と
考

え
ら
れ
る
唐
子
踊
が
牛
窓
町
紺

浦
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
一
度
、
往
時
に
想
い
を
は
せ
、

歩
き
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※
本
蓮
寺
の
書
軸
は
、
客
殿
改

　
修
の
た
め
し
ば
ら
く
見
る
こ

　
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
通
信
使

　
資
料
を
展
示
す
る
海
遊
文
化

　
館
に
、
レ
プ
リ
カ
一
幅
が
常

　
時
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
４
０
０
周
年
を
記

念
し
た
密
陽
市
と
の
市
民
交
流

事
業
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
、
平

成
の
通
信
使
と
な
り
友
好
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。
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キ
ョ
ン

ジ
ン

か
い  

さ  

ろ
く

よ
し
み

わ
ず

り
ょ
え
ん

む
ろ 

つ

ま
た

ほ
と
ん

ひ
ら

と
う
ろ
う

体全体で物語を表現します

江
戸
時
代
朝
鮮
通
信
使

　
　
　
　
訪
日
４
０
０
周
年
　
ー

後
編
ー

い
く
ひ
ろ

※

み
ね
な
が
い

くく
す
み


